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Zaha Hadid のような現代建築の分析を行うことでバリアの無

い空間を見出す参考になった。多くの組み合わせとして Zaha 

Hadid 建築作品はバリアを受け入れる要素を持っている。

設計提案では、パラリンピックスポーツの発展として練習競

技場を提案した。競技場の不足問題や受け入れ問題、認知度

などの点から今競技場の必要性は十分にあり、競技場の存在

意義からデザインの側面から見たスロープの形態をを類型化

分析をし、バリアフリーとの関係性を強く評価することに

よって社会との折り合いを強固にしていく。

　提案内容について、設計は今回の研究内容を踏まえた上で

形態の類型パターンからスロープの再構築を行う。公共施設

のある特定のシーンから必要な動線計画を段差を経ずに辿り

着くことが出来る空間を設計することを目標とした。スロー

プの形態の類型化の分類によりこれまでバリアフリーとして

のスロープはいささかデザインの側面から抽出されてこな

かった。従って多くのバリアを無くす計画と共にデザインの

向上を図ることは建築意匠設計において重要な要素であると

考える。また、今回の計画でのパラリンピックスポーツの発

展へ向けた計画は 2020 年東京五輪の開催に従い、今後の日

本においての障害を持った多くの方々への手助けとなるきっ

かけを示すことが出来るのではないかと考える。
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代表作
MAXXI 国立21世紀美術館 BMWライプツィヒ工場セントラル・ビルディング
ウィーン経済大学ラーニングセンター 銀河SOHO ddpデザインプラザ
ヘイダル・アリエフ文化センター リバーサイド博物館

Zaha Hadid　参照画像 (8)

▲(1) より一部抜粋

▲壁が床に同化している作品 ▲インスタレーション作品

スラブ図 1_ スロープの既往の分類 スロープ

スラブ図 2_ 外部型スロープの分類 スロープ

▲⑤エントランス型　No.35 Heydar Aliyev Center ▲⑥ルーフ型　No.3 Landesgartenschau 1999

作品名 所在地 勾配 スロープ幅 形態 空間属性
①GL ±0~1/12 ②1/12~1/8 ③1/8~傾斜⾓度17°以上 ①0~1500mm ②1500mm以上 ①直線型 ②折返型 ③ループ型 ④分散型 ①内部型 ②外部型

Vitra Fire Station Weil am Rhein Germany ● ● ●
Spittelau Viaducts Vienna Austria ● ● ●
Landesgartenschau 1999 Weil am Rhein Germany ● ● ●
Lois & Richard Rosenthal Center for Contenporary Art Cincinnati Ohio USA ● ● ●
The Mind Zone London UK  ● ● ●
MAXXI: National Museum of XXI Century Arts Rome Italy ● ● ●
Bergisel Ski Jump Innsbruck Austria ● ● ●
Phaeno Science Center  Wolfsburg Germany ● ● ● ●
Maritine Terminal Salerno Salerno Italy ● ● ● ● ● ●
BMW Plant Central Building Leipzip Germany ● ● ●
Ordrupgaard Museum Extension Copenhagen Denmark
Maggieʼs  Centre Fife Kirkcardy UK ● ● ●
Montpelier France  Pierres Vives
Museum Brandhorst Munich Germany
BBC Music Center London UK 
Guggenheim Museum Taichung Taichung Taiwan 
Guangzhou Opera House Guangzhou China ● ● ● ● ●
High-Speed Train Station Napoli-Afragola Naples Italy ● ● ● ● ●
Eleftheria Square Redesign Nicora Cyprus
Nordpark Cable Railway Innsbruck Austria ● ● ● ●
Riverside Museum Glasgow UK ● ● ● ●
London Aquatics Center London UK  ● ● ● ●
Capital Hill Residence Moscow Russia ● ● ● ●
Lilas  London UK 
Middle East Center St Antonyʼs College Oxford UK
Dubai Opela House Dubai UAE 
Evelyn Grace Academy Brixton London UK ● ● ● ● ●
Bahrain International Circuit Sakhir Bahrain
abu dhabi performing arts center  UAE 
Regium Waterfront Reggio Italy ● ● ● ● ● ● ●
Dongraemun World Design Park and Plaza Seoul South Korea ● ● ● ● ● ● ●
New Century City Art Center Chengdu China
DʼLeedon Singapore
Dubai Financial Market Dubai UAE
Heydar Aliyev Center Baku Azerbaijan ● ● ● ●
Opus Office Tower Dubai UAE ● ● ●
Innovation Tower Honkong China ● ● ● ●
Design for Proposed Museum in Vilnius Vinius Lithuania ● ● ● ●
Eli & Edythe Broad Art Museum East Lansing Michigan USA ● ● ● ●
Bahrain Museum of Contenporary Art Al Muharraq Bahrain
King Abdullah II House of Culuture & Art Amman Jordan ● ● ● ● ●
New Beethoven Concert Hall Germany ● ● ● ●
Port House Antwerp Belgium ● ● ● ●
Chanel Mobile Art Pavilion  Arab World Institute ● ● ● ●
Symbiotic Villa Taipei Taiwan
Next Gene Archtecture Museum Taipei Taiwan
Library & Learning Center Vienna Austria ● ● ● ●
Cas Art Casablanca Morocco ● ● ● ●
Wangjing Soho  Beijing China
Cairo Expo City cairo 
King Abdullah Petroleum Studies & Research Center Riyadh Saudi Arabida
 Galaxy Soho Beijing China ● ● ● ●
Gui River Creative Zone China ●

07. 引用・参考文献07. 引用・参考文献

01 研究背景01 研究背景

▲　ddp　20170222 撮影

02 研究目的02 研究目的 03 既往研究03 既往研究 04 調査04 調査 05 分析05 分析 06. 展望06. 展望

 01-1　Zaha Hadid の建築を体験して

 Zaha Hadid 設計の Dongraemun World Design Park and Plaza( 以

下 ddp デザインプラザ )へ訪れ、大変感銘を受けた。そこでの空間

体験として、階段を使用せずに全ての空間へ移動することができた

体験が強く印象に残っている。一度に多くの人が訪れることにより

スロープの勾配や距離、幅、あるいは建築形態によって人の移動に

制限を持たせ、移動空間におけるデザインとスロープの関係性につ

いて興味が沸いた。

　私は、今後日本において段差のない社会を目指す (バリアフリー・

ユニバーサルデザイン )にあたってそのような体験が日常となりう

ることが理想的な空間なのではないかと考えた。

01-2　曲面とスロープの一体化した空間

　　デザインとバリアフリー・ユニバーサルデザインが一体化する

ことが最大の研究意義であると考える。(造形のための造形ではな

く全ての人にとって優しい空間 )それは、例えば Zaha Hadid が実

現しているが、その方法論として三次曲面が必要であるのかどうか

ということ。いずれにしてもすべての人が階段を経ずに引き付ける

空間構成そのものがどのような方法論が可能なのかということであ

る。そして、彼女の初期の鋭利で直線的だった作品と比べ後半に至っ

ては、こうした ddp のような三次曲面を多用したデザインが多く設

計されている。方法論として導き出すことはこれまでの公共空間で、

あまり実現されてこなかった。したがって、バリアフリー・ユニバー

サルデザインとデザインというものが密接に組み合ってゆく、そう

いった方法論を探ることは今日において、バリアフリー・ユニバー

サルデザインが全ての人に優しい空間を追求することは意義が深い

ことであると考え、研究の出発点とした。

04-1 調査分析の対象建築作品

　現存する Zaha Hadid の１５冊の作品集に掲載されている

図面をもとに研究を進めることとした。

05-1　分析方法

　分析は、以下＊表 1のように勾配、スロープ幅、形態、

空間属性をまとめ、分類を行っていく。

 形態については (図 1_ スロープの既往 )のように①直

線型、②折返型、③ループ型、④分散型のさらに 4つの分

類を行う。また、空間属性はある空間の中にある①内部

型、外部空間にある②外部型に分類する。断面図だけ不

足している作品は、スロープから踊り場までの距離だけ

を測り、おおよその勾配を算出することが出来ると予測

した上で分析を行う。 スロープ幅は Zaha Hadid の公共

空間においては大勢の人の移動を円滑に進めるため比較

的大きいため、バリアフリー法での 0～ 1500mm か

1500mm 以上と設定した。したがって、勾配、スロープ

幅ともに①に該当する場合バリアフリーとなりうる。ス

ロープが複数ある場合はそれぞれに該当させる。既往の

分類での分析から更新するように現代建築においての空

間性を分類していくことで公共空間のスロープの性質の

要素として整理し、設計への再構築を行う。研究一助と

してデザインに幅を持たせるため新たな形態のスロープ

を探す手がかりとしたい。

05-2 分析１/既往の分類における類型化

　現時点での調査した結果 ( 以下分析途中経過掲示 )グ

ランドレベル ( 以下 GL) からエントランスへ至るまでの

アクセスをとるようなスロープが多く、それらは外部型

に多く見られた。スロープの形態による分類を新たに図

2_ 外部型スロープの分類⑤エントランス型として追加

することとした。また、GL から屋根にかけて緩やかに

伸びているスロープは⑥ルーフ型とし、外部型に分類さ

れているスロープから再度 05-3　分析２/外部型スロー

プの分類の類型化にて分析を行う。既往の分類での類型

化では Zaha Hadid 建築作品を分析するには情報が不足

していることが分かる。Zaha Hadid の鋭利な直線、流

動的な曲線を用いたスロープの建築空間が公共施設にお

いて多様であることにより、デザインの側面からみた建

築設計によって全ての人間にとって豊かな空間を実現す

ることができるとともに、公共施設におけるスロープの

再考に結び付くと考えられる。

04-2　スロープの定義

 スロープとは、傾斜した床面を指し、特定の用途が無い

通路のことである。スロープは異なるフロアレベルを段

差を経ずに移動する手段としてだけでなく、緩やかな勾

配により移動に伴って建物の内部や外部を視覚的に連続

して体験できる建築の重要な構成要素であると考える。

また、空間体験だけではなく建築形態にも影響をもたら

す重要な要素を持ち、建築空間のエレメントとして今日

において実現されてきたことにより研究意義があると考

える。国土交通省のバリアフリー法では、建築物移動等

円滑化誘導基準としてスロープおよび傾斜路は勾配 1/12

以下、スロープ幅 1500mm 以上としており、それに該当す

るかを考察し、バリアフリーとデザインの関係を明らか

にしていくこととした。
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既存の敷地
中⼼にから⽅針円状に掘り下げ
建物に⽴体感を⽣み出す

国⽴代々⽊競技場

計画敷地

代々⽊公園

NHK ホール敷地・提案敷地・提案

 敷地は現在⽇本バドミントン協会が建っている場所であり国⽴代々⽊競技
場の隣接している敷地にあたる。周辺には 2020 年東京オリンピック開催地
である国⽴競技場、前⽅には原宿、後⽅には渋⾕⽂化会館、NHK が存在し、
メディアの発信と共に多くの来訪者が⾒込める中、今⽇においてのパラリン
ピックスポーツの存在意義を⽰すことが出来る敷地である。パラリンピック
スポーツの発展へ向けた練習競技場を設計する。段差を経ずに全ての空間へ
移動することが出来る空間設計として、全てのスロープの勾配を３°以下に

04-4 除外⽅法と対象について
 バリアフリーに特化したスロープは除外対象とした。Zaha 
Hadid 建築作品では、壁が床・地⾯に対して湾曲しながら同
化している作品が数多く存在し、スケールが⼩さく定量化で
きないため、それをスロープと捉えるべきはないと判断した。
ただし、スロープが含まれていない作品、インテリア作品、

インスタレーション、都市計画などの作品は除外した。また、

プロジェクトの作品やパースだけわかる作品、図面が入手で

きない作品も除外対象として研究を進めることとした。

04-3 調査方法

　Zaha Hadid の作品集及び事務所の掲載しているものを扱

い、対象とする。スロープの重要な形態要素である勾配、長

さや幅員、折れ曲がりなどを図面に基づいて調査し、図 -2

に勾配と距離をプロットしていく。各々の作品のスロープを

形として扱い、性質・特徴などを抽出する。

各作品動線にて、斜路 17°、一般斜路 1/8、車いす使用の斜

路 1/12   に含まれるものとして考える。また、Zaha Hadid

建築作品については初期の <Vitra Fire Station1990 ～ > より
現在に⾄るまでとする。

　Zaha Hadid 建築作品において人の空間移動という観点か

ら彼女の研究されている研究は多くはない。且つ図面を

使っての研究は存在しない。スロープを多用しながらすべ

ての人が円滑に空間移動ができる作品が実現しているの

で、その方法論を探ることによって全ての人にとって優し

い空間は人の移動法に関してどのような影響を与えるのか

を追求することを目的とし、設計の一助としたい。

デザインの側面から見たスロープの形態をを類型化分析を

し、バリアフリーとの関係性を強く評価することによって

社会との折り合いを強固にしていく。

　今回研究を進めるにあたり、卒業設計にてテーマに置い

た、パラリンピックスポーツをはじめとした障害を持った

多様な人々への公共施設の提案とし、バリアフリーと建築

形態としてのスロープの関係性を探ることを目的とする。

　管見ではあるが、調査分析をするにあたり以下のよう

に資料をまとめた。( 移動空間としてこれまでの研究を

代表する研究 )図面を使っての研究は多くなく、動線や

用途等と関連し、建築形態としてのスロープの研究はあ

まり見られなかった。調査を行い、公共施設におけるス

ロープの要素を整理、分類を行っていきたいと思う。

03-1「現代建築におけるスロープの接続と開放」奥山浩

文、安田幸一、村田涼、内藤誠人　　　　スロープを用

いた建物の内部および外部に対する開放性という観点か

ら、スロープ空間の構成を捉えることで接続と開放に関

する 8 つの類型を導き、スロープを移動する際の視覚的

な変化の構成的特徴を明らかにした。資料としての意義

はあるが、資料で取り上げた事例には三次曲面を用いた

作品が含まれていないため、今後は曲面を用いた現代建

築も含め、より統計的な方法によってデータを積み上げ

るなど、説得力のある議論ができるような工夫が必要と

考えられる。

03-2「スロープの形態に関する類型化分析」中山誠健、

積田洋、山本圭介、永峰麻衣子　　　　スロープは建築

空間の重要なエレメントとして空間的特徴や魅力は明ら

かにし、クラスターによる類型化を図り、スロープの形

態と空間との関係を調査分析しそれぞれのタイプの特徴

を明らかにした。クラスターによる類型化はスロープの

勾配、距離、幅、折れ曲がりなどを調査し、より現実的

な提案をするにあたり説得力のある提案が期待できると

考えられる。

03-3　接続パターンについて

　各空間を繋ぐ役割を持つスロープには、03-2「スロー

プの形態に関する類型化分析」より以下図 1_ スロープ

既往の分類から 4つのパターン (①直線型、②折返型、③

ループ型、④分散型 ) に分類すると仮説を立て、レベル

差は主に 4つに分かれるとした。しかし、既往研究にお

いてこれらのパターンでは Zaha Hadid 建築作品を分析

するにあたり、不足する可能性があるため、新たなパター

ンを分析する研究材料として進めることとした。

年号 場所 作品名

1990-94　　　Weil am Rhein Germany 　　Vitra Fire Station
1994-2005       Vienna Austria                           Spittelau Viaducts
1996-99            Weil am Rhein Germany        Landesgartenschau 1999
1997-2003       Cincinnati Ohio USA                Lois & Richard Rosenthal Center for Contenporary Art
1998-2000       London UK                                 The Mind Zone
1998-2009       Rome Italy                                  MAXXI: National Museum of XXI Century Arts
1999-2002       Innsbruck Austria                     Bergisel Ski Jump
2000-5            Wolfsburg Germany                Phaeno Science Center
2000                  Salerno Italy                                Maritine Terminal Salerno
2001-5           Leipzip Germany                        BMW Plant Central Building
2001-5           Copenhagen Denmark             Ordrupgaard Museum Extension
2001-6           Kirkcardy UK                                 Maggie’ s  Centre Fife
2002-12        Montpelier France                      Pierres Vives
2002              Munich Germany                        Museum Brandhorst
2003               London UK                                   BBC Music Center
2003               Taichung Taiwan                       Guggenheim Museum Taichung
2003-10        Guangzhou China                      Guangzhou Opera House
2003-12        Naples Italy                                   High-Speed Train Station Napoli-Afragola
2005              Nicora Cyprus                              Eleftheria Square Redesign
2004-7          Innsbruck Austria                       Nordpark Cable Railway
2004-11        Glasgow UK                                  Riverside Museum
2005-8          Zaragoza Spain                            Zaragoza Bridge Pavillion
2005-11        London UK                                    London Aquatics Center
2006               Moscow Russia                           Capital Hill Residence
2007               London UK                                   Lilas
2006              Oxford UK                                     Middle East Center St Antony’ s College
2006               Dubai UAE                                   Dubai Opela House
2006-10        Brixton London UK                     Evelyn Grace Academy
2007              Sakhir Bahrain                              Bahrain International Circuit
2007　　　 UAE                                                 abu dhabi performing arts center
2007              Reggio Italy                                  Regium Waterfront
2007              Seoul South Korea                      Dongraemun World Design Park and Plaza
2007              Chengdu China                           New Century City Art Center
2007              Singapore                                     D’ Leedon
2007              Dubai UAE                                    Dubai Financial Market
2007-12        Baku Azerbaijan                          Heydar Aliyev Center
2007-10        Dubai UAE                                    Opus Office Tower
2007              Honkong China                           Innovation Tower
2007-11        Vinius Lithuania                          Design for Proposed Museum in Vilnius
2007-12        East Lansing Michigan USA     Eli & Edythe Broad Art Museum
2007-12        Al Muharraq Bahrain                  Bahrain Museum of Contenporary Art
2008              Amman Jordan                            King Abdullah II House of Culuture & Art
2008　　　Germany　　　　　　　　      New Beethoven Concert Hall
2008              Antwerp Belgium                       Port House
2008                Arab World Institute                 Chanel Mobile Art Pavilion
2008-10        Taipei Taiwan                              Symbiotic Villa
2008-12        Taipei Taiwan                              Next Gene Archtecture Museum
2008-12        Vienna Austria                             Library & Learning Center
2009               Casablanca Morocco                Cas Art
2009              Chicago USA                                Burnhan Pavillion
2009              Beijing China                               Wangjing Soho
2009　　　 cairo                                               Cairo Expo City
2009-12        Riyadh Saudi Arabida                King Abdullah Petroleum Studies & Research Center
2009-12        Beijing China                               Galaxy Soho
2009               China                                             Gui River Creative Zone
2010              Shanghai China                           Sky Soho
2010              Rabat Morocco                            Grand Theatre de Rabat
2010               Bilbao Spain                                BBK Headquarters
2012              Miami Beach Flolida USA         Collins Park Garage

機能 /Programs
体育館 (4 ⾯ )
更⾐室
トイレ
準備室
カフェ
屋内練習場
屋外練習場
メインエントランス
倉庫
展⽰空間
保管庫
フィットネスルーム
トレーニングルーム
会議室
ホール
エレベーターホール

①直線型

③ループ型

直線型は各フロアを挟んで単体スロープが一直

線上に接続されるものである。

ループ型は中心性を持ちながら単体スロープが接続

して組み合わされるものである。

180 200 300

図 2_ スロープの勾配と距離
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②折返型

④分散型

折返型は折返すことで隣接する単体スロープの

動線方向が各フロアごとに反転するものである。

分散型は単体スロープが方向性や規則性を持たずに

接続して組み合わされるものである。

⑤エントランス型 ⑥ルーフ型

エントランス型は、GL からエントランスに

向かって地形に沿うように接続されるもので

ルーフ型は、GL と屋根が流動的に一

体化しているものである。

①　GL±0　～　1/12

②　1/12　～　1/8

③　1/8　～　傾斜角度 17°以上

勾配

①　0　～　1500 ㎜

②　1500 ㎜以上

スロープ幅
＊表１

①　直線型

②　折返し型

③　ループ型

④　分散型

形態

①　内部型

②　外部型

空間属性

⑤エントランス型



屋外練習場
道路より掘り下げられることによって、屋外練習場として設けられているこの場所
は多くのパラリンピアンをはじめ、外部の⼈間も巻き込むことで交流を⽣み出す。

折返しスロープ
中⼼の体育館を回るように設けられた⻑いスロープは、たくさんの光が降り
注ぐ。折り返しすれ違う⼈々の関係性は⾃然と距離が縮まり、やがて中⼼の
活発的なパラスポーツの熱に導かれる。

ルーフ型スロープ
中⼼の体育館と隣接し、⼊⼝のブリッジから南へ向かって建物の屋根を登っ
てゆく。直線的でゆったりとしたスロープは都会の喧騒から少しづつ逃れ
てゆく。

俯瞰
代々⽊体育館から流動的に伸びてゆく形態は、既存の敷地に沿いながら⾼低
差のバランスを掴み取り、２つのブリッジによって建物を⽴体的に存在感を
⽰す。

ブリッジと代々⽊体育館
北側のブリッジから隣接する代々⽊体育館を眺めて、ここはあらゆる歴史的
な境界線を溶かし、豊かな緑によって⼈々の⼼も満たされてゆく。



South Elevation  

West Elevation  

A-Aʼ Section 

B-Bʼ Section 


